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廻
船
手
形

ー
斗
田
‘
平
塚
ツ
ナ
氏
宅
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
廻
船
手
形
で
あ
る
。
右

は
縦
1
7セ
ン
チ

•

横
9
.
4

セ
ン
チ
‘
左
は
縦
1
7セ
ン
チ

•

横
9

.
9

セ
ン
チ
の
大
き
さ
で
、
同
家
に
あ
る
多
数
の
貿
易
関
係
文
書
と
と
も
に

幕
末
期
の
交
易
廻
船
査
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

'I 

創
刊
に
あ
た
っ
て

石
巻
市
教
育
委
員
会

誓

長

近

江

義

雄

査
か
活
発
に
行
な
わ
れ
‘
そ
れ
に
伴
う
学
術
研

究
か
進
め
ら
れ
ぢ
に
つ
れ
て
‘

古
代
史
の
解
明

に
偉
大
な
貢
献
か
も
た
ら
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

は
‘
す
で
に
み
な
さ
ま
も
ご
承
知
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

当
市
に
お
き
ま
し
て
も
‘
文
化
財
保
護
条
例

の
設
置
い
ら
い
‘
市
内
各
所
に
散
在
す
る
古
代

の
遺
跡
を
は
じ
め
神
社
‘
仏
閣
‘
民
家
等
の
有

形
文
化
財
や
各
種
民
俗
資
料
‘
郷
土
芸
能
そ
の

讐
彬
文
化
財
等
の
調
査
‘
収
集
‘
研
究
を
推

進
し
て
参
り
ま
し
た
か
、
そ
の
成
果
‘
紹
介
等

を
広
く
市
民
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
ご
高
覧
ご

活
用
い
た
だ
く
た
め
‘
こ
の
た
び
機
関
紙

「石

巻
市
文
化
財
だ
よ
り
」
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
．、

り
ま
し
た
。
創
刊
号
は
‘
昨
夏
‘

石
巻
市
文
化

財
保
護
委
員
各
位
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た

田
代
島
の
学
術
調
査
の
概
要
を
と
り
ま
と
め
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
関
紙
を
通
じ
、
市
民
な
ら
び
に
関
係

各
位
の
文
化
財
に
対
す
る
愛
護
意
識
の
高
揚
等

認
識
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に

存
じ
ま
す
。
今
後
こ
の
機
関
紙
か
‘
石
巻
市
な

ら
び
に
石
巻
地
方
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
推

進
に
資
す
る
こ
と
を
念
じ
て
創
刊
の
ご
あ
い
さ

っ
と
い
た
し
ま
す
。



昭和49年 1月1日 石巻市文化財だより 第 1号 (2) 

文
化
財
だ
よ
り

刊
行
に
あ
た
っ
て

社
会
教
育
課
長

渡

辺

正

雄

日
本
忠
紀

「仁
徳
記
」
に
み
え
る
‘
「伊
寺
水

門
」
の
地
名
は
‘
北
上
河
口
を
擁
す
る
石
巻
の

古
称
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
‘
石
巻

は
‘
遠
く
古
代
か
ら
近
代
を
通
し
‘
北
上
川
の

舟
連
と
梅
述
を
利
し
て
‘

一
円
の
中
核
と
し
て

発
展
し
て
き
た
地
域
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
‘
そ
の
開
放
的
な
地
理
的
条
件
か
ら
‘

多
種
多
様
な
‘
地
域
文
化
を
構
成
し
得
た
土
地

柄
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

市
内
に
は
‘
こ
う
し
た
地
域
の
特
色
を
活
り
す

る
幾
多
の
文
化
財
か
存
在
す
る
と
思
わ
れ
ま
す

か
‘
従
来
‘
こ
の
種
の
文
化
財
に
関
す
る
調
介

研
究
は
‘

一
部
に
つ
い
て
の
み
行
わ
れ
た
だ
け

で
、
そ
の
多
く
は
未
整
理
の
ま
ま
石
過
さ
れ
て

い
た
の
か
実
情
て
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
点
か
ら
‘
昨
年
に
調
究
か
行
わ
れ

た
‘
田
代
島
文
化
財
の
概
要
報
告
を
‘「
石
巻
市

文
化
財
だ
よ
り
」
創
刊
号
と
し
て
こ
の
た
ぴ

出
版
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
‘
ま
こ

と
に
喜
ば
し
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
‘
市
内
に
存
在
す
る
各
種
文
化
財
の
調

査
‘
研
究
か
一
陪
進
展
し
‘
行
政
に
お
い
て
も

こ
れ
を
活
用
し
て
有
効
な
文
化
財
保
渡
か
促
進

で
き
る
よ
う
‘
切
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。そ
し
て
‘
こ
の
機
関
紙
か
保
護
思
想
の
普
及

ま
た
‘
文
化
財
調
査
の
巣
約
と
い
う
面
か
ら
‘

大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

田
代
島
調
査
に

至
る
ま
で
の
経
過

社
会
教
育
課
事
務
局

昭
和
47
年
7
月
14
日
に
行
わ
れ
た
、

47
年
度

第
2
回
文
化
財
保
護
委
貝
会
の
附
上
に
お
い
て

田
代
島
に
存
在
す
る
仁
斗
田
貝
塚
の
保
護
に
関

し
て
‘
議
題
の
提
出
か
あ
り
‘
①
離
島
に
存
在

す
る
岩
礁
性
貝
塚
で
あ
る
。
②
離
島
と
い
う
地

理
的
条
件
か
ら
‘
は
と
ん
ど
手
か

つ
け
ら
れ
て

お
ら
す
‘
保
存
か
良
好
で
あ
る
。
③
従
来
ま
で

知
ら
れ
て
い
る
出
土
物
の
内
容
か
ら
‘

学
術
的

に叫
只
厭
な
貝
塚
と
思
わ
れ
る
。
な
ど
の
諸
点
か

ら
‘
今
後
そ
の
保
護
に
つ
い
て
‘
柏
極
的
に
考

胞
さ
れ
る
べ
き
こ
と
か
意
見
と
し
て
提
出
さ
れ

た
。
つ
い
て
は
‘
具
体
的
に
保
護
策

iiす
前

段
階
と
し
て
‘
仁
斗
田
貝
塚
の
実
際
に
つ
い
て

調
査
し
、
そ
の
内
容
‘
価
附
に

つ
い
て
認
識
す

る
必
要
か
あ
る
の
で
、
保
護
委
員
会
と
し
て
も

L
斗
田
貝
塚
の
現
地
祝
察
を
主
体
と
し
て
‘
田

代
島
に
存
在
す
る
訳
要
な
文
化
財
を
こ
の
契
機

に
把
握
し
よ
う
‘
と
い
う
方
向
か
打
ち
出
さ
れ

た
。
事
務
局
で
も
‘
こ
れ
を
受
け
て
九
月
の
予

算
補
正
を
待
っ
て
‘
以
降
に
こ
れ
を
実
施
す
る

方
針
を
か
た
め
た
の
で
あ
る
。

調
査
は
昭
和
47
年
11
月
16
日
と
17
日
の
2
日

間
‘
以
下
の

5
項
目
に
わ
た

っ
て
行
つ
は
こ
び

と
な
っ
た
。

①
仁
斗
田
貝
塚

②
十
三
塚

③
平
塚
家
所
蔵
文
書

④
神
社

•

仏
閣

（由
来
‘
建
槃
）

⑤
そ
の
他

（金
石
文
‘
民
俗
な
ど
）

調
査
団
の
編
成
は
第

一
期
文
化
財
保
護
委
i-

7
名
な
ら
び
に
事
務
局
か
ら
随
行
と
し
て
社
会

教
育
課
長
外
2
名
か
同
行
し
た
。

当
日
は
‘
｛
品
沢
俊
夫
委
員
か
所
用
の
た
め
欠

席
さ
れ
た
か
‘
太
斎
悴
‘
須
田
義
雄
‘
木
村
敏

郎
‘
楠
本
政
助
‘
三
宅
赤
議
‘
佐
藤
雄

一
、
各

委
員
の
出
席
か
あ
り
、

16
日
午
前
8
時
30
分
発

の
船
便
に
よ
リ
一
路
田
代
島
へ
と
出
港
し
た
の

で
あ
る
。

16
日
は
‘
仁
斗
田
地
区
を
対
象
に
‘
稲
荷
神

社
‘
渦
輻
寺
‘
仁
斗
田
貝
塚
‘
愛
宕
神
社
、
平
塚

基
氏
所
蔵
文
書
‘
平
塚
ツ
ナ
氏
所
蔵
文
書
‘
十

三
塚
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
翌
17
日
は
大

泊
地
区
を
対
象
に
‘
鹿
島
神
社
‘
松
盛
院
等
の

調
査
を
行
い
、
同
日
午
後
の
船
便
で
全
員
怖
到

し
た
。
今
回
の
調
査

は
若
干
2
日
間
と
い
う
日
程

で
あ
り
‘
し
か
も
船
便
の
関
係
か
ら
‘
調
査
時

間
に
充
分
な
余
裕
か
取
れ
な
か

っ
た
の
は
残
念

で
あ
る
か
‘
田
代
地
区
‘
文
化
財
に
つ
い
て
の
概

要
把
握
は
一
応
の
成
果
を
修
め
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
調
介
は
主
に
人
文
分
野
を
中
心
に

し
た
も
の
で
あ
り
‘
動
植
物
‘
地
質
‘
鉱
物
な

ど
自
然
科
学
分
野
か
欠
落
し
て
い
る
か
、
こ
れ

ら
の
不
備
な
点
に
つ
い
て
は
‘
今
後
お
り
を
見

て
再
調
査
を
実
施
し
‘
森
料
集
栢
を
は
か
り
た

い
と
考
え

て
い
る
。

以
下
の
報
告
は
‘
こ
れ
ら
田
代
地
区
文
化
財

に
つ
い
て
の
調
査
概
略
で
あ
り
‘
こ
れ
に
よ
り

同
地
区
の
文
化
財
内
容
の
一
端
を
少
し
で
も
多

く
の
方
々
に
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。
な
お
こ
の
調
査
の
推
行
に
あ
た
り
‘
終
始
‘

御
協
力
を
賜

っ
た
第

一
期
文
化
財
保
護
委
員
各

位
‘
ま
た
調
査
に
先
立

っ
て
、
種
々
の
手
配
を

わ
ず
ら
わ
し
た
‘
阿
部
久
氏
調
査
中
‘
欠
け

か
え
の
な
い
案
内
役
と
し
て
随
竹
を
賜

っ
た
阿

部
勇
雄
氏
に
は
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
‘
こ
の
調
査
の
た
め
に
数
々
の
貴
重
な
文

化
財
衰
料
を
お
見
せ
い
た
だ
い
た
各
位
に
も
‘

末
尾
で
は
あ
り
ま
す
か
‘

記
し
て
感
謝
の
意
を

表
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
協
力
者
氏
名
】

（順
不
同

・
敬
称
略
）

平

塚

ツ

ナ

（古
文
書
所
有
）

田
代
仁
斗
田
五
〇

阿

部

栄

治

（

満

福

寺

総

代

）

田
代
仁
斗
田
三
五

平

塚

基

（

稲

荷

神

社

神

主

）

田
代
仁
斗
田
八
一

阿
部
功

（文
書

•

そ
の
他
）

田
代
仁
斗
田
二
六

菅

原

滋

孝

（

松

盛

院

住

職

）

田
代
大
泊
五
五

菅

原

亮

一

（蛇
田
小
学
校
教
諭
）

蛇
田
字
新
下
浦
一
三
0

|
六

津

田

佐

男

（

大

泊

行

政

委

員

）

田
代
大
泊
五
一

津

田

米

蔵

（

松

盛

院

総

代

）

田
代
大
泊
六
四

津

田

寿

（

鹿

島

神

社

神
主）

田
代
大
泊
二
六

l
i

田
代
漁
業
励
同
組
合

111
代
小
学
校

木
村
金
一

•

阿
部
岩
蔵

•
阿
部
総
一
郎

本
田
又
一
•
鈴
木
慶
雄
•
阿
部
輝
雄

鈴
木
勲

•

毛
利
孝
ニ

・

市
場
昇

（以
上
九
名
仁
斗
田
貝
塚
土
地
所
有
者
）
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仁
斗
田
貝
塚
の
概
観

昭和八年‘故遠藤源七氏により初調査

のおこなわれた仁斗田貝塚は‘其の後発

掘の継続されることもなく現在に至り‘

追跡がはほ完全に近い状態で残されてい

る本邦唯一の賞重な岩礁性大貝塚である。

当貝塚の出土品はすでに多くの文尚によ

って広く学界に紹介され‘逍跡及び逍物

の重要性は高く評価されていた。幸いに

も今回関係諸氏の強い要望によって現地

視察かおこなわれ‘その概要を述べること

になったか‘紙面の都合もあり追物個々

についての考察は省略した。なお本貝塚

についての詳細は宮城県石巻工業高等学

校創立十周年記念論集（昭四八）に詳述

したので参照されたい。

一、位置及ぴ推定面積

逍跡は仁斗田の北側標底約十五メート

ルの台地で‘平垣部（約一三八六平方メ

ートル）と南側に急傾斜する三つの段畠

・（約九五0平

3遺跡の範囲は

約三二00平
方メートルに

達すと推定さ

れている。

xxx 

， 有 有 石 石 石 石 石 石 犀 逍孔 孔
製
物

土 石 小 ノ の
":{, 石

製 製 製
種

品 品 品 枠 柏 鐵 錐 刀 ミ 斧 類

佃， 1 5 1 1 17 2 4 1 5 
数

二
、
出

土

遺

物

1

土

器

現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
最
も
古
い
型
式
は

縄
文
前
期
初
碩
上
川
名
式
で
、
後
続
型
式
も
発

見
さ
れ
て
い
る
か
‘
量
的
に
少
な
く
‘
中
期
大

木
7
A
式
以
後
か
ら
後
期
堀
之
内

II
式
ま
で
か

圧
倒
的
に
多
い
。

2

石
器
•
土
製
品

石
器
お
よ
び
土
製
品
は
そ
れ
程
多
く
発
見
さ

れ
て
い
な
い
か
‘
理
由
は
8

路
出
し
て
い
る
部
分

か
少
な
い
の
と
‘
主
体
部
の
は
と
ん
ど
か
一

i

-
•

五
メ
ー
ト
ル
に
近
い
厚
い
表
土
で
お
お
わ

れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

前
文
化
財
保
護
委

楠

本

政

助

（全長六センチノートル以上の比較的大刑んに糾
する釣針のみ）

軸径及び軸珀径（この場合クビレの部

分を指す）の大きいことは大形の獲物に

計

軸頭径
軸

測 ＾ 臼'X・. 
C C 

数 M M 
.._., 

゜゚ ! 4 5 
10 3 2 

゜゚
貝仁

5 7 斗

8 1 ， 塚田

3

骨

角

器

骨
角
器
中
漁
具
の
占
め
る
割
合
は
大
き
く
‘

な
か
で
も
釣
針
は
す
で
に
ニ
―
点
（
完
形
二
‘

未
完
成
品
二
）
か
確
認
で
き
た
。
形
式
は
次
の
型

と
お
り
で
あ
る
。

型
式

個
数

単
式
釣
針

一
六

錨
状
釣
針

二

不

明

一

縄
文
中
期
後
半
か
ら
後
期
初
珀
に
か
け
て
は

内
湾
の
貝
塚
で
も
釣
針
の
発
見
さ
れ
る
率
か
急

に
高
く
な
る
。

し
か
し
‘
両
者
を
比
較
す
る
と
‘
テ
ク
ニ

ッ

ク
の
面
で
は
か
な
り
の
差
か
あ
り‘

た
と
え
ば

軸
助
の
形
状
や
腰
の
カ
ー
プ
‘
ま
た
は
逆
棘
の

有
無
な
ど
い
く
ら
も
挙
げ
ら
れ
る
か
‘

一
番
大

き
い
点
は
軸
や
軸
助
部
の
サ
イ
ズ
の
相
違
で
あ

ろ
う
。

は
ほ
同
時
期
の
内
湾
性
大
貝
塚
で
あ

っ
た
南

境
貝
塚
の
資
料
と
対
比
し
た
平
均
値
は
‘
お
よ

そ
次
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。

対
し
て
強
力
か

つ
有
効
で
あ
る
わ
け
で
‘
岩
礁

性
貝
塚
の
釣
針
の
特
徴
の

―
つ

で
あ
ろ
う
。

〔剌
突
具
類
〕

中
期
以
後
は
ヤ
ス
の
類
も
増
加
し
刺
突
漁
は

盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
か
‘
仁
斗
田
貝
塚

の
既
出
土
森
料
中
に
は
あ
き
ら
か
に
そ
れ
と
断

定
で
き
る
も
の
は
ま
だ
確
認
で
き
な
か

っ
た
。

し
か
し
当
貝
塚
の
構
成
さ
れ
た
時
期
に
至
る
と

単
純
な
形
態
を
示
す
ヤ
ス
は
当
然
あ
る
べ
き
で

単
に
未
発
見
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

●
古
式
離
頭
話

石
巻
湾
内
で
開
発
さ
れ
た
強
力
な
漁
具
で
あ

る
と
こ
ろ
の
古
式
離
頭
斜
は
‘
仁
斗
田
貝
塚
で

も
す
で
に
四
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(II
類
の

み
）。
う
ち

一
例
は
初
現
期
の
大
木
8
B
式
に
伴

出
し
た
も
の
で
‘
当
貝
塚
の
縄
文
人
か
漁
榜
具

に
対
し
て
い
か
に
進
取
性
に
砧
ん
で

い
た
か
か

わ
か
る
。

●
閉
寓
式
離
頭
話

無
尾
型
に
屈
す
る
閉
窃
式
離
如
斜
か
大
木

8

B
式
に

一
例
発
見
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
例
は

東
北
太
平
洋
岸
か
ら
関
東
地
方
の
一
部
ま
で
極

め
て
稀
に
散
見
で
き
る
か
‘
こ
の
型
式
の
鈷
か

後

・
晩
期
に
盛
行
す
る
燕
尾
式
離
碩
斜
の
古
い

型
態
で
は
な
い
か
と
の
説
か
最
近
提
唱
さ
れ
て

い
る
。

〔そ
の
他
の
骨
角
器
〕

以
上
の
は
か
に
鯨
骨
製
の
骨
刀
‘
へ
ら
状
骨

製
品
‘
各
種
尖
珀
器
‘
鳥
管
骨
製
の
骨
針
な
ど

あ
る
か
‘
い
す
れ
も
内
浩
部
の
も
の
と
大
差
な

い
。
ま
た
カ
モ

ン
ダ
カ
ラ
と
推
定
さ
れ
る
タ
カ

ラ
貝
か
一
点
発
見
さ
れ
て
い
る
か
‘
自
然
迅
物

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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三
、
自

然

遺

物

次
に
当
貝
塚
で
発
見
さ
れ
た
動
物
遺
骸
に

つ

い
て
概
略
を
述
べ
よ
う
。

貝
の
種
類
は
ほ
と
ん
ど
が
巻
貝
を
主
と
し
た

岩
礁
性
の
貝
で
占
め
ら
れ
て
い
て
‘
内
湾
と
の

相
違
は
著
じ
る
し
い
。
そ
の
他
魚
骨
‘
鳥
骨
‘

海
獣
骨
か
多
い
こ
と
も
特
徴
の
―
つ
で
シ
カ
の

骨
は
少
な
い
。

●
人

骨

左
下
顎
骨
一
点
か
出
土
し
て
い
て
‘
推
定
年

令
三

O
I
四
0
オ
の
男
性
で
あ
る
。

Pl、

Pi、

お
よ
び
大
臼
歯
が
遺
存
し
‘
歯
冠
部
か
平
坦
に

摩
粍
し
て
い
る
の
で
鉗
子
状
咬
合
で
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

〔
計
測
〕

下
顎
枝
の
角
度

―

1
0度

下
顎
角
か
ら
下
顎
頭
ま
で
の
高
さ

六

・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

下
顎
頭
と
筋
突
起
間
の
最
大
幅

四
•

七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

歯
槽
弓

(MZ)
か
ら
下
顎
底
ま
で
の
高
さ

1
1
外

面

I
I

ニ
・
七
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

歯
槽
弓

（
M
）
か
ら
下
顎
底
ま
で
の
高
さ

贔大
厘”ー

-
．
七
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

●

貝

類

カ
キ
‘
サ
ザ
エ
‘
ア
ワ
ビ
‘
ア
カ
ガ
イ
‘
ツ

メ
タ
ガ
イ
‘
ア
カ
ニ
シ
‘
レ
イ
シ
‘
イ
ガ
イ
‘

ユ
キ
ノ
カ
サ
科
‘
二

‘ン
キ
ウ
ズ
科
‘
エ
ゾ
バ
イ

科
。●

魚
骨
•
海
獣
骨

マ
ダ
イ

マ
ク
ロ

ス
ズ
キ
‘
サ
バ
、
カ
ワ

仁 斗 田 貝 塚 出 土 遺

皇

ー
／ふ

羞
，
貪
lo
ム11

，
 
△
 

◇
甘

拿
11

令
u

令
臼

ハ
ギ
、
ソ
イ
‘
エ
イ
‘
ウ
ミ
ガ
メ
‘
ア
シ
カ
‘

ク
ジ
ラ
の
類
。

●

獣
骨
•
鳥
骨

獣
骨
は
‘
シ
カ
‘
イ
ヌ
‘
の
二
種
か
認
め
ら
れ

る
。
鳥
骨
は
多
数
認
め
ら
れ
る
か
、
種
名
の
判

明
調
査
か
未
了
で
あ
る
た
め
記
載
で
き
な
い
。

0
仁
斗
田
貝
塚

出
土
遺
物
実
測
図

●
⑱
 

●
⑯

・
⑰

●
⑮
 

●
⑦
ー
⑭

●

⑤
•

⑥
 

●
①
ー
④

〔図
版
説
明
〕

土

製
石
製
垂
飾
品

石 石 石

品 楢 鎌 錐

石

小

刀

R仁斗田貝塚出土石鋒族

E
ー

U
J
 

巴口
漏
芯
暉
竺
゜8
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1
稲
荷
神
社

2
平
塚
ツ
ナ
家
文

4
仁
斗
田
貝
塚

3
欄
福
寺

5
愛
宕
神
杜

7
鹿
島
神
杜

6
+―二
塚

8
松
盛
院

一
、
板

碑

田
代
小
学
校
裏
手
の
古向
台
に
あ
る
愛
宕
神
杜

の
培
内
に
あ
る
。
田
代
島
に
お
い
て
年
代
の
刻

ま
れ
て
い
る
板
碑
は
‘
こ
の

一
基
だ
け
で
あ
る
。

書
体
は
‘
流
麗
で
堂
々
と
し
て
い
る
。
褐
文
は

な
く
‘
単
に

「右
志
者
為
聖
霊
也
」
と
の
み
あ

り
‘
随
分
と
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
牡
鹿
半
島

に
も
女
川
湾
ぞ
い
‘
太
平
洋
側
と
と
も
に
板
碑

は
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
‘
牡
鹿
半
島
に
近
い

田
代
島
に
「
延
元
三
年
」
の
板
碑
か
あ

っ
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。
石
材
は
粘
板
岩
（稲
井
石
）

で
あ
る
の
で
、
石
巻
近
辺
か
ら
連
ば
れ
て
き
た

の
だ
ろ
う
。
製
作
地
は
田
代
島
か
‘
そ
れ
と
も

石
巻
近
辺
か
と
い
う
問
題
も
あ
ろ
う
か
‘
そ
れ

は
石
巻
近
辺
と
み
る
の
か
妥
当
だ
ろ
う
。

〔板

碑

〕

(A
)
延
元
三

(
-
三
三
八
）
年
八
月
日

高
さ
ー
93
cm

幅
ー
30
cm

厚
さ
ー
9
Crn

種
子
夕
B

粘
板
岩

金
石
文． 

合

大
泊
•
松
盛
院
山
門
側

「削
以
此
功
徳
普
及
於

一
切
我
等
与
衆

生
皆
共
成
仏
道
」
と
い
う
伐
文
と
‘
種
子
＊
3

か
あ
る
だ
け
で
‘
年
代
の
記
載
は
な
い
。
こ
の

碑
は
大
泊
梅
岸
の
砂
中
よ
り
堀
り
出
さ
れ
た
も

の
と
い
う
。
そ
の
後
‘
松
盛
院
に
移
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
碑
は
‘
現
在
松
盛
院
山
門
脇
に
あ
る
か

以
前
は
開
山
の
設
年
か
大
永
三

(-
五
二
三
）

年
と
い
う
玉
泉
庵
な
る
庵
寺
の
跡
に
あ

っ
た
も

の
を
何
時
の
頃
か
‘
現
在
の
場
所
に
移
し
た
と

っ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

玉
泉
庵
の
古
さ
と
い
い
、
種
子
の
彫
り
か
た

と
い
い
、
種
子
だ
け
で
あ
る
か
、
中
世
の
も
の

と
み
て
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

合

森

文
化
財
保
護
委
員

佐

藤

雄

経
塚
に
つ
い
て

厚
さ

I
IICrn
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(
C
)
無
年
号

高
さ

1
66
cm

幅
1
16
cm

種
子

'B

粘
板
岩

二

、

石

仏

田
代
島
石
仏
の
種
類
は
地
蔵
こ
他
と
い

っ
て

よ
く
‘
こ
の
他
に
馬
珀
観
音
の
文
9f
塔
か
あ
る

だ
け
で
あ
る
。

地
蔵
の
石
材
は
‘
万
真
①
②
③
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
凝
灰
岩
で
あ
り
‘
丁
芯
兵
④
⑤
の
よ
う
な

粘
板
岩
は
少
な
い
。
そ
し
て
‘
粘
板
岩
の
も
の

か
時
代
も
新
し
い
よ
う
で
あ
る
。
凝
灰
岩
の
も

の
は
そ
の
輪
郭
を
残
す
だ
け
で
‘
く
わ
し
い
様

チ
を
さ
ぐ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
‘
独
特
の
や

わ
ら
か
さ
か
あ
り
、
他
に
み
ら
れ
な
い
俊
雅
さ

を
た
た
え
て
い
る
。

厚
さ
ー
13
cm

⑤
満
橿
寺
境
内

9,.
 

④
満
橿
寺
境
内

③
満
橿
寺
境
内

②
満
福
寺
境
内

r
、i

三
、
馬
頭
観
音
文
字
塔

仁
斗
田
悩
輻
寺
檄
内
に
二
基
の
馬
頭
観
音
文

9,l
塔
か
あ
る
。
天
保
五
年
‘
六
年
の
造
立
で
あ

る
。
馬
如
観
音
は
‘

一
般
に
は
馬
を
使
用
す
る

人
々
に
よ
っ
て
佑
仰
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
そ
れ
は
江
戸
中
期
以
後
の

こ
と
で
あ
る
。
馬
珀
観
音
は
弥
陀
の
変
身
し
た

も
の
で
‘

慈
悲
で
救
い
難
い
衆
生
の
た
め
に
は

仏
か
怒
り
の
姿
を
も
っ
て
救
い
あ
げ
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
変
化
観
音
の

―つ

で

あ
る
。
11

砧
輻
寺
の
文
｛
，
ょ
塔
は
‘
天
保
五
‘
六
年

の
造
立
で
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
馬
を
使
用
し

た
人
々
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
民
間
信
仰
の
現

わ
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
‘
馬
と
は
あ
ま

り
関
係
の
な

芯：
3
[と

い
田
代
島
の

．
．ゎ

．

吋

ど
の
よ
つ
な

冒

’力

人
達
の
造
立

マ
'
i
t
1

に
よ
る
も
の

ふヽ
で
あ
ろ
う
か
。

功
徳
を
知
っ
て
の
造
立
で
あ
ろ
う
か
。

四

、

題

目

碑

仁
斗
田
船
治
場
の
左
側
台
地
に
太
平
洋
に
向

か
っ
て
古回さ
二
米
九
〇
糎
ば
か
り
の
題
目
碑
か

立
っ
て
い
る
。
安
政
四
年
の
込
立
で
、
世
話
人

は
相
沢
届
金
右
衛
門
て
あ
る
。

「
一
天
四
梅
皆

帰
妙
法
梅
土
安
全
大
下
泰
半
国
土
安
穏
大
漁
禍

作
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
‘
造
立
の
趣
旨
は
明
ら

か
て
あ
る
。
田
代
島
に
日
蓮
い示
信
仰
の
あ
と
を

さ
ぐ
っ
て
み
て
も
‘
全
く
そ
の
傾
向
は
な
い
。

●
十
三
塚
上
の
石
碑

屈
位
七．
9

＋

.,, 

た
だ
‘
流
｝
と
し
て
田
代
島
に
送
ら
れ
‘
窃
文

四

(
-
六
六
四
）
年
に
没
し
た
と
い
わ
れ
る
日

東
和
尚
か
、
日
連
完
を
信
仰
し
た
人
と
い
わ
れ

て
い
る
。

し
か
し
‘
こ
の
題
目
碑
は
日
東
和
尚
と
は
直

接
の
か
か
わ
り
あ
い
は
な
い
と
思
う
。
石
材
は

粘
板
岩
で
あ
り
‘
ir

回
さ
は
地
上
二
米
九
〇
糎
‘

幅
は

一
米
二
十
七
糎
‘
厚
さ
‘

二
十
五
糎
と
い

巨
石
は
船
便
の
発
達
し
た
江
戸
末
期
に
石
巻
地

方
に
お
い
て
作
成
せ
ら
れ
‘
田
代
島
に
運
ば
れ

て
き
た
も
の゜

ヽ

[70:

；̀
"
 

で
あ
ろ
う

五

、

十

三

塚

田
代
中
裂
手
か
ら
大
泊
方
向
に
並
ん
で
お
り

現
在
六
個
を
確
認
で
き
る
。
中
学
校
裏
手
の
も

の
が
保
存
も
よ
く
‘
塚
上
に
図
の
よ
う
な
碑
か

た
っ
て

い
る
。
以
前
‘
こ
の
塚
中
か
ら

一
字

一

石
か
出
土
し
た
と
い
わ
れ
、
経
塚
に
類
す
る
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
塚
は
長
辺
七
•
七
米
‘
短

辺
六
米
の
方
形
で
高
さ
一
•
六
米
で
あ
る
。
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平
塚
八
太
夫
家
は
代
々
与
治
右
衛
門
を
名
乗

っ
て
い
た
が
当
主
(
+
年
前
に
死
去
‘
現
在

令
夫
人
の
み
淋
し
く
緑
し
て
い
る
）
の
六
代
前

ご
ろ
か
ら
肥
料
や
海
産
物
の
仲
買
い
を
し
て
い

た
と
い
う
。

八
太
夫
は
与
治
右
衛
門
の
先
妻
の
子
で
‘
生

後
間
も
な
く
母
を
失
っ
た
。
少
年
時
代
か
ら
水

夫
と
し
て
働
き
‘
い
つ
し
か
那
珂
湊
に
出
て
水

戸
藩
御
用
達
商
人
大
内
五
郎
右
衛
門
の
船
に
乗

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
や
か
て
腕
の
い
い
船

頭
と
し
て
認
め
ら
れ
‘
五
郎
右
衛
門
の
右
腕
と

し
て
慟
く
よ
つ
に
な

っ
た
。

大
内
五
郎
右
衛
門
か
全
財
産
を
投
け
出
し
て

親
船
三
隻
に
雑
貨
を
満
載
し
、
松
前
を
往
復
し

て
千
五
百
両
の
巨
利
を
せ
し
め
た
折
‘
八
太
夫

は
そ
の
働
き
に
よ
り
親
船
l

隻
と
三
百
両
を
分

与
し
て
も
ら
い
、
自
ら
蝦
夷
地
貿
易
に
乗
り
出

す
こ
と
と
な

っ
た
。
八
太
夫
三
十
余
オ
の
時
の

こ
と
で
あ
る
。

天
保
九
年

(
-
八
三
八
）
か
く
し
て
得
{
ギ
丸

を
持
船
と
し
た
八
太
夫
は
‘
船
頭
金
太
夫
と
共

に
事
業
を
拡
大
‘
北
海
に
活
躍
す
る
こ
と
と
な

こ
°
t
 

つ
前
後
し
て
黒
船
か
米
航
し
て
国
内
に
危
機
感

か
み
な
ぎ
り
‘
北
辺
か
さ
わ
が
し
く
な
る
と
‘

硲
府
は
‘
安
政
二
年

(-
八
五
五
）
二
月
蝦
夷

地
を
直
轄
地
と
し
‘
さ
ら
に
四
月
仙
台
藩
に
対

し
て
東
蝦
夷
地
東
部

（
ユ
ウ
フ
ツ

・
ネ
ム
ロ

・

エ
ト
ロ
フ

・
ク
ナ
シ
リ
）
の
腎
備
を
命
じ
た
。

仙
台
藩
は
財
政
難
の
折
柄
‘
東
蝦
夷
地

一
帯
を

領
地
と
し
て
交
付
さ
れ
ん
こ
と
を
邸
い
出
て
い

た
が
、
女
政
六
年

（一

八
五
九
）
lY
愈
府
か
ら
許

可
さ
れ
て
蝦
夷
地
束
半
を
所
領
と
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

財
政
難
に
あ
え
ぐ
仙
台
藩
は
‘
蝦
夷
地
経
営

と
開
発
に
当

っ
て
商
人
の
経
済
力
を
利
用
し
た

の
は
当
然
で
あ
り
‘
麻
人
も
ま
た
利
権
を
得
て

巨
利
を
求
め
た
に
相
迩
な
い
。

得
宝
丸
八
太
夫
も
‘
安
政
二
年
早
く
も
箱
館

に
進
物
を
し
て
蝦
犬
地
貿
易
の
地
歩
を
固
め
‘

梅
述
丸
等
藩
の
船
を
も
あ

っ
か
っ
て
巳
額
の
運

上
金
を
献
上
し
た

一
方
で
、
安
政
五
年
に
は
浜

屋
を
称
す
る
ゆ
る
ぎ
な
い
大
商
人
と
な

っ
た
。

八
太
夫
は
出
身
地
田
代
島
に
本
拠
を
構
え
‘

こ
こ
を
中
継
地
と
し
て
蝦
夷
地
と
那
珂
湊
を
往

復
し
た
。

銭
屋
五
兵
衛
を
生
ん
だ
加
賀
藩
‘
仙
台
藩
‘

水
戸
藩
に
代
表
さ
れ
る
大
藩
は
‘
そ
の
財
政
の

遥
迫
か
ら
硲
末
に
は
密
貿
易
を
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ

し
て
隠
し
財
源
と
し
て
い
た
こ
と
も
十
分
に
考

え
ら
れ
る
。
田
代
島
は
‘
仙
台
藩
の
与
望
を
担

っ
た
八
太
夫
の
貿
易
の
拠
点
で
あ

っ
た
こ
と
と

考
え
あ
わ
せ
‘
文
字
通
り
海
と
商
い
に
生
命
を

張
っ
た
男
江
気
か
感
じ
ら
れ
て
お
も
し
ろ
い
。

文
久
二
年

（一

八
六
二
）
実
力
者
八
太
夫
は

四
人
扶
持
の
上
分
と
し
て
‘
仙
台
藩
の
所
遇
を

文
化
財
保

護

委

員

太

↑

村

i

卸
弘

部

叩

平
塚
八
太
夫
文
書
に
つ
い
て

．入

．
‘
．

1

ク
1

咋
芯
tit

又

久

ー

し

f

衝
用
瘤

受
け
平
塚
j
ヌ
夫
を
名
乗
る
よ
つ
に
な
っ
た
。

八
太
夫
は
脱
応
二
年
(
.
八＇ハ

＇ハ年
）
那
珂
湊

に
客
死
し
て
六
十
余
オ
の
劇
的
な
生
涯
を
閉
じ

こ
。
t
 明
治
四
ト
ニ
年
田
代
島
仁
中
田
大
火
災
の
た

め
‘
八
太
夫
の
屋
敷
も
土
蔵

―
つ
を
残
し
て
消

失
し
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
幸
い
に
し
て

火
災
を
免
れ
た
八
太
夫
文
書
の

一
部
で
あ
る
。

数
多
く
の
文
代
り
は
‘
平
塚
八
太
夫
の
偉
大
な
足
跡

を
物
語
っ
て

い
る
ば
か
り
で
な
く
‘
古命
末
の
蝦

央
地
貿
易
‘
洵
述
の
研
究
に
夜
す
る
貴
重
な
森

料
で
あ
り
‘
仙
台
藩
の
経
済
の
要
津
都
市
石
巻

を
知
る
財
産
で
あ
る
p

八
太
夫
の
死
後‘

時
代
は
激
動
し
て
明
治
を

迎
え
‘
そ
の
子
善
三
郎
の
代
に
な
る
と
‘
蓄
栢

し
た
森
本
を
投
入
し
て
四
挺
大
網
を
は
じ
め
‘

●
平
塚
ツ
ナ
家
文
書

ー

常
壺
坪
塁船主

聾

贔

奇
夕舌

*

＊

*

 

ノ

1
プ
活
躍
の
ロ
マ
ン
は
‘
先
に
太
斎
淳
先

生
か
、
市
報

（昭

4
1
.
1
1
.
1
号
「
那
珂
湊
覚

書
」）
や
石
巻
日
日
新
聞

（昭

4
1
.
1
1
.
3
号

「偶
然
で
な
い
姉
妹
都
市
縁
結
び
|
ー
藩
政
時

代
か
ら
の
深
い
御
縁
」）
紙
上
で
述
べ
て
お
ら
れ

る
の
で
紹
介
し
て
お
き
た
い

。

●
廻
船
手
形

（表
紙
写
-・
の
裂
面

田
代
島
漁
業
の
振
興
に
お
お
い
に
貢
献
し
て
い

る
。



昭和49年 1月1日 石巻市文化財だより 第1号 (8) 

25 24 23 22 21 

II II 

＂ 
II II 

II
Jl
月

II
JI
月
日

辰
八
月
日

II
三
月
吉
日

II
六
月
吉
日

10
（
一
八
五
三
）
＂
六
年
丑
九
月

11
（一

八
五
四
）
＂
七
年
寅
ノ
正
月
改
メ

12

嘉
永
□
年
八
月

13
（
一
八
五
五
）
安
政
二
年
巳
三
月
日

14

"

卯

四

月

15

"

七

月

16

"

三
年
辰
三
月
日

17

"

二
年
巳
三
月
日

18

卯

十

一
月

19
（一

八
五
六
）
安
政
三
年
辰
正
月
十

一

20

"

ハ

月

吉
日

，
 
＂
三
年
‘
四
年
‘
五
年
‘

日 ハ
年

田
代
浜
平
塚
家
文
書
目
録

1

（
一
八
ニ―

)
文
政
四
年
巳
ノ
八
月
吉
日

2

（一

八
三
五
）
天
保
六
年
未
の
二
月

3

（
一
八
三
八
）
天
保
九
年
戊
ノ
三
月
改
メ

4

（
一
八
四
五
）
弘
化
二
年
巳
ノ
六
月
改
メ

5

（
一
八
四
六
？
）
＂
士
二
年
午
ノ
ニ
月
改
メ

6

（
一
八
四
九
）
嘉
永
二
年
酉
六
月
改
メ

7

（
一
八
五

O
)
＂
三
年
戊
ノ
正
月
改
メ

8

"

九
月
改
メ

御
分
領
中
御
郡
方
御
高
付
書
附

松
前
蝦
夷
地
場
所
付

平
塚
屋
束
吉

得
宝
丸
船
尺
材
木
針
尺
？
？
細
工
数
惣
調
控

松
前
箱
館
附
船
勘
定
控

得
宝
丸
八
太
夫

大
工
日
用
人
数
働
分
方
控

I
I
I
I

年
中
小
夫
諸
入
用
雷
控

金
銀
出
入
控
得
宝
丸
八
太
夫

宝
来
丸
金
太
夫
殿
勘
定
出
人
書
控

得
宝
丸
八
太
夫

宝
来
丸
分
亥
ノ
八
月
戊
九
月
改
メ
得
宝
丸
分
工

ト
ロ
フ
場
所
荷
物
栢
入
高
勘
定
書
控

金
銭
出
入
荷
物
柏
入
控
載

宝
米
丸
金
太
夫

船
中
勘
定
出
入
帳

手
控
戟

宝
来
丸
雑
用
覚
戟

箱
館
進
物
控

金
鋲
受
払
差
引
軌

梅
述
丸
道
具
栢
入

平

吉

万
売
買
仕
切
党
報

金
銀
訥
取
軌

〈三

売
買
仕
切
載

得
宝
丸
金
太
夫

小
取
替
控
戟

三
原
屋
定
兵
衛

宝
来
丸
金
太
夫
様

新
造
誠
調
井
金
銀
出
入
軟

宝
米
丸
金
太
夫

金
銀
受
払
残
金
預
リ
眼

金

太

夫

新
造
小
モ
ノ
附
込
控
軌

宙
米
丸
金
太

三
原
屋
定
兵
衛

大
阪
ニ
テ
船
入
用
ji
箱
館
迄
下
リ
雑
用

宝
来
丸
金
太
夫

ュ
ウ
フ
ツ
秋
味
登
処
々
進
物
勘
定
仙

J
K
令
べ 様

〔ー
斗
田
／
平
塚
ツ
ナ
氏
所
蔵
〕

26

安
政
三
年
辰
十

月

船

道

具
井
鉄
物
釈
米
脹

宝
来
丸

27
(
-
.J
五
七
）
＂
四
年

辰
ノ
正
月
改
メ

江
戸
買
入
物
中
ノ
湊
勘
定
北
口
控
得
出
丸
八
太
夫

28

"

巳

ノ

正

月

改

メ

金

銀

出

入

控

29

"

"

六
月
改
メ
エ
ト
ロ
フ
船
中
勘
定
控
得
宝
丸
分

30

"

I

I

八
月
改
メ
海
連
丸
栢
来
荷
物
渡
方
出
入
勘
定
書
控

31

"

I

I

九
月
改
メ
妙
徳
丸
荷
物
栢
入
也
昆
布
買
入
調
饗
控
得
宝
丸
次
助

32
（
一
八
五
八
）
＂
五
年
午
ノ
正
月
改
メ
金
銀
出
入
控

江
戸
中
湊
勘
定
諸
用
控

3
 
3
 
34

"
I
I

二
月

万

延

尤

年

申

ノ
三
月
改
メ
諸
品
買
入
控
浜
屋
八
太
夫

35

"
五
午
年
七
月
吉
日

箱

館

進

物

控

36

"
五
年
午
二
月
吉
日

下

物

荷

物

控

帳

37

I
I
I
I
I
I
三
月

改

メ

妙

徳
丸
勘
定
書
控

38
（
一
八
五
九
）
＂

六
年
巳
未
正
月
吉
日

諸

色

控

39

"
I
I

未
三
月

改

メ

江

戸
買
入
注
文
取
立
控
売
買
金
惣
差
引
□
口

40

"

六
巳
未
年
六
月
吉
日

箱
館

進

物

控

浜

屋

八

太

夫

41

"

六
未
十
二
月
吉
日

大

御

印

取

立
金
控

〈三
店

42

未
九
月

子

モ
ロ
シ
ベ
ッ
下
リ
荷
物
栢
入
調
子

43
（一

八
六
O
)
安
政
七
年
二
月
二
十

七

日

貧

民

施

籾

帳

浜

屋

八

太

夫
代
善
三
郎

44

"

壬
申
年
三
月
吉
日

雑

用

粗

米

小
逍
懸
戟

宝
来
丸
金
太
夫
＂ 

万
売
買
仕
切
控
帳

＂ 

5
 
4
 
46

"

庚
申
壬
三
月
二
十
七
日
四
間
半
七
間
板
蔵
壱
間
木
梶
書
附
賞
戟

47

"

庚
申

年

両

村

中

貧

民

助

米

払

方

戟

浜

屋

八

太

夫
代
善
三
郎

48
（一

八
六

O
)
万
延

冗

年

申

正

月

改

メ

得

宝
丸
船
材
勘
定
書
控

浜

屋
八
太
夫

49

"

六
月

宝
来
丸
入
用
自
分
払
戟
金
太
夫

50

"

六
月
十
九
日

宝
来
丸
祝
俄
覚
帳

宝
来
丸
造
船

一
紙
目
録
戟

＂ 

ー5
 
52

"

六
月
吉
日

当
座
御
用
立
控
載

宝
来
丸
金
太
夫

5

3

I

I

I
I
I
I

箱

館

進

物

控

浜

屋
八
太
夫

54
（一

八
六
O
)
万
延
元
年
七
月
四
日

宝
来
丸

祝

儀

党

戟

田

代

浜

善
兵
衛

55

"

申

七

月

吉
日

金

子
受
払
目
録
牒

宝
来
丸

申

進

物

逍

方

控

6
 
5
 
57

II
庚
申
年
霜
月
吉
日
よ
り
改
メ
年
々
御
年
頁
上
納
控
帳

58
（
一
八
六一

）
辛
酉
万
延
二
年
酉
正
月
吉
日
金
銀
出
入
控

59

万
延
二
年
丙
三
月
吉
日

諸

材

木

御

通

浜
屋
八
太
夫
代
善
三
郎



(9) 昭和49年 1月1日 石巻市文化財だより 第1号

＂ 
文
久
元
年
四
月
吉
日

II

酉
八
月
吉
日

辛
酉
文
久
元
年
九
月
吉
日

＂

十

月

吉

日

69

"

九
月
吉
日

70
（
一
八
六
二
）
文
久
二
壬
戊
年
正
月
四
日

71

"

戊
二
月
吉
日

72

"

戊
二
月
改
メ

73

壬
文
久
二
年

74

壬
戊
文
久
二
年
八
月
改
メ

II

II 

5
 
7
 
76
（
一
八
六
三
）
文
久
三
年
亥
正
月
改
メ

I

I

I

I

 

7
 
7
 
78

"

正
月
吉
日

7

9

"

二
月
吉
日

80

"

八
月
改
メ

81

"

十
月
改
メ

82

"

十
月
改
メ

83
（
一
八
六
四
）
文
久
四
年
子
二
月
改
メ

84

"

二
月
朔
月
改
メ

85

甲
子
元
治
元
年
五
月
吉
日

86

元
治
元
年
子
七
月
改
メ

87

11

十
一
月
改
メ

88
（
一
八
六
五
）
元
治
二
年
丑
正
月
改
メ

8

9

"

乙
丑
年
正
月
吉
日

90

慶
応
元
年
丑
月
五
月
改
メ

68 67 66 65 64 63 62 61 60 

＂ ＂ 

＂ ＂ 

辛
酉
文
久
元
年
正
月
吉
日

＂

三

月

吉

日

＂ 

御
役
人
御
名
前
留

宝
来
丸
作
事
目
録

江
戸
仕
入
目
緑
留

為
上
御
し
入
用
控

釘
請
取
通
控

諸
造
用
御
通

御
用
留

金

銀

受

払

帳

宝

来

丸

エ
ト
ロ

フ
登
走
上
下
分
売
買
仕
切
帳

宝
来
丸
金
太
夫

売
買
仕
切
帳

宝
来
丸

御

用

達

御

祝

儀

至

来

控

平

塚

八

太

夫

海
運
丸
秋
味
勘
定
井
指
引
控
帳

江
戸
買
入
仕
切
諸
品
控

箱

館

進

物

控

浜

屋

八

太

夫

現
金
井
貸
方
請
取
控
帳

大
印
取
立
金
控
帳

〈三
店

得
宝
丸
造
船
入
用
諸
色
控
帳

得
宝
丸
船
道
具
買
入
造
船
惣
掛
控

〈
三
店
出
入
金
控

海
運
丸
戊
年
夏
登
指
引
目
録

宝
来
丸
権
限
丸
勘
定
書
控

権
限
丸
売
買
仕
切
勘
定
書
控

書
状
出
入
控

江
戸
買
入
品
届
荷
物
諸
用
帳

．

秋
味
生
鮪
庁
前
干
錫
新
鱈
積
入
調
子
船
中
勘
定
作

太
郎
殿
出
入
勘
定
差
引
控

箱
館
進
物
帳

権
限
丸
エ
ト
ロ

フ
切
囲
売
代
金
控

大
御
印
貸
方
取
立
帳

江
戸
買
入
諸
用
控

大
網
元
入
帳

三
光
丸
出
入
惣
勘
定
控

浜
屋
善
三
郎

家
作
惣
勘
定
調
子
控

帳

大

黒
町

〈三

永
々
御
免
苗
字
帯
刀
麻
上
下
祝
儀
帳
平
塚
八
太
夫

江
戸
買
物
入
用
控

新
□
船
中
勘
定
帳

道

中

小

遣

帳

仙

台

田

代

浜

浜

屋

善

三

郎

八
太
夫
殿
病
気
中
逍
言
控
浜
屋
善
三
郎

八
太
夫
殿
銚
子
ニ
テ
病
気
中
有
金
調
子
井
諸
入
用

控

帳

浜

屋
善
三
郎

98

十

月

当

座

諸

用

手

控

帳

浜

屋

善
三
郎

99

"

寅
年
十
二
月
二
十
七
日
猟
虎
皮
井
有
品
調
子
控

浜

屋

善

三
郎

様

時

蔵

100
（
一
八
六
七
）
＂
三
年
卯
正
月
吉
日
万
日
記

101

.II

卯

二

月

改

メ

勘

定

出

入

控

帳

102

"

I

I

三
幸
丸
諸
道
具
入
方
代
金
控

103

11

卯
年
二
月
吉
日

船

中

勘

定

控

浜

屋

善
三
郎

104

11

卯
ノ
ニ
月

江
戸
買
物

控

"

105

"

卯
五
月
吉
日

金

銀

出

入

調

子
帳

＂

106

11

卯
九
月
吉
日

得

宝
丸
エ
ト
ロ
フ
下
り
入
用
控
＂

107

11

卯
年
十

一
月

得

悦

丸

荷

物

積

入

控

帳

＂

108
（一

八
七

O
)
明
治
三
午
年
二
月

四

日

貧

民

施

米

帳

浜

屋
善
三
郎
代
竹
治
郎

109

11

庚

午

年

九

月

根

室
行
土
産
物
品
々
仕
入
井
進
物
控

llo
（一

八
七

O
)
明
治
三
庚
午
年
閏
十
月
吉
日

根

室
国
野

付

郡

秋

味

積

入

控

浜
屋
善
三
郎

lll

"

十
月
吉
日
根
室
国
秋

味

売

買

帳

＂

112
（
一
八
七
一
）
＂
四
未
年
四
月
秋
味
売
買
勘
定
帳
吉
田
庄
八
様

113

11

九

月

吉

日

場

所

行

品

々

仕

入

元

帳

浜

屋

善

三
郎

114
（一

八
八
四
）
＂
十
七
年
甲
申
歳
一
月
四
挺
大
網
聯
合

定
納
証
相

1

1

5

"

II

聯
合
大
網
営
業
規
則

議

長

平

塚

治

左
衛
門

116
（一

八
八
五
）
＂
十
八
年

当
村
中
大
網
勘
定
総

一
紙
不
足
金
借
用
約
束
証

117
（一

八
八
八
）
＂

二
十

一
年
三
月

明
治
二
十
年
大
網
四
ケ
所
網
子
組
立
調
査
帳

平
塚
治
左
衛
門
相

118
（一

八
九
七
）
＂
三
十

年

改

正

四

挺

大

網

株

式

名

簿

平

塚

八

太

夫

119
（一

八
六

O
)
万
延
元
年
庚
巾
正
月
十
八
日
北
亜
米
利
加
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
都
府
江
渡
来
之

日

記

通

弁

御

用

名

村

五

八

郎

記

船
手
通
例
差
廻
候
而
モ
心
得
向
被
見
込
故
二
奉
申
上
候

120 

（不
明

＂ 

91

慶
応
元
年
丑
八
月

92
（一

八
六
六）

慶
応
二
丙
寅
年
正
月
吉
祥
日

93

11

年
二
月

94

寅
四
月
吉
日

95

寅
年
九
月
三
日

96

丙
寅
九
月
十
七
日

97

二
十
二
日
調
子

＂ 
1
,
 

ー

＂ ＂ 
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前
文
化
財
保
護
委
員

21

（不
明
）

牡
鹿
郡
田
代
浜
百
姓
蝦
夷
地
産
物
取
開
方
御
用
達

そ
の
他
‘

書
状
‘
借
用
証
文
‘
仕
切
‘
等
多
数
の
所
蔵
あ
り
。

1

（一

八
四
二
）
天
保
十
三
年
寅
之
年

2

（一

八
九
六
）
明
治
二
十
九
年
十
月
改
メ

〔
平
塚
基
氏
宅
〕

万
福
寺
旧
記
録
写

社
王
平
塚
公
ヨ
リ
代
々
御
譲
リ
帳
明
神
社
開
山
録

当
代
平
塚
市
右
衛
門

3

稲
荷
神
社
霊
代
ノ
事

4

（一

九

一
O
)
明
治
四
十
三
年
六
月
二
十
八
日
記
再
調
整
村
社
々
人
性
名
記
緑
簿

正
社
守
平
塚
亀
蔵
所
持

田
代
島
の
神
社
•
仏
閣

田
代
島
に
お
け
る
神
社
‘
仏
閣
の
調
査
に
つ

い
て
は
‘
縁
起
を
中
心
に
行
っ
た
が
‘

一
部‘

彫
刻
‘
建
築
に
及
ん
だ
も
の
も
あ
っ

た
。
概
要

は
次
の
通
り
で
あ
る
か
、
時
間
的
な
制
約
か
ら

充
分
な
調
査
に
至
ら
な
か

っ
た
点
も
あ
り
‘
報

告
は
項
目
ご
と
に
書
記
す
る
に
と
ど
め
た
。

【
神
社
】

▼
稲
荷
神
社

所
在
地
田
代
島
仁
斗
田
浜

祭

神
稲
荷
大
明
神

（牡
鹿
郡
誌
で
は
倉
稲
魂
命
）

祭

礼

十

月

九
日

縁

起

平
塚
家
文
書
に
よ
る
と
‘
嘉
承
元
年

(―

1
0六
）、
平
塚
掃
部
之
助
が
京
都
伏
見
稲

荷
よ
り
分
霊
し
祭
祀
し
た
。
牡
鹿
郡
誌
で
は
鹿

長
元
年

(
-
五
九
六
）
九
月
九
日
島
民
の
勧
請

と
す
る
か
出
典
不
明
。

寛
政
年
中

(-
七
ノ
九
i
-
j
0
1)
本
宮

を
建
立
。
拝
殿
か
3
間
半
で
銅
板
葺
で
あ
り‘

鐘
堂
な
ど
も
あ
っ
た
か
、

全
て
焼
失
。
享
和
二

年

(-
八
〇
二
）

再
興
‘
こ
れ
も
明
治
四
二
年

十

一
月
二
0
日‘

仁
斗
田
浜
大
火
災
の
時
類
焼

し
た
。
現
社
殿
は
大
正
四
年
鮎
川
浜
“
天
皇
様
"

の
も
の
を
貰
い
受
け
た
も
の
。
奥
の
院
は
石
巻

市
門
脇
の
船
魂
神
社
旧
社
殿
を
譲
り
受
け
た
も

の
。
こ
の
奥
の
院
は
仙
台
藩
楽
山
公
の
建
築
と

伝
え
‘
桃
山
風
の
様
式
を
残
す
。
享
和
二
年‘

奉
納
絵
馬
な
ど
画
額
数
百
枚
を
焼
失
。
嘉
永
三

年
又
は
元
治
二
年
京
都
伏
見
よ
り
納
め
た
神
額

は
明
治
四
二
年
焼
失
。
第
二
次
大
戦
中
‘
正
徳

元
年
銘
の
鐘
を
供
出
。
現
存
の
三
基
の
神
輿
の

内

一
基
は
正
保
年
中
の
作
成
と
伝
え
る
。
関
係

文
書

「明
治
四
二
年
旧
九
月
九
日
以
降
‘
村
社

稲
荷
神
社
記
緑
簿
」

一
冊‘

「稲
荷
明
神
旧
記

平
塚
市
郎
左
衛
門
家
文
書

宅

宗

議

牡
鹿
郡
田
代
浜
稲
荷
大
明
神
旧
記
之
事
」
一

冊‘

「明
神
社
開
山
録
明
治
二
十
九
年
十
月
改
め
」

一冊‘

「稲
荷
神
社
霊
代
の
事
」
一

冊
‘
「
再

調
整
村
社
及
人
性
名
記
録
簿
」一

冊
。

▼
鹿
島
神
社

所
在
地
田
代
島
大
泊
浜

祭

神
武
甕
槌
神

祭

礼
十
月
九
日

縁

起

享
和
元
年

(-
八
O
-
）
再
興
し
‘

鐘
楼
‘
鏡
を
奉
納
し
た
と
伝
え
る
だ
け
で
、
不

明

享
和
元
年
銘
撞
鏡
堂
棟
礼
、
安
政
四
年
銘

絵
馬
な
ど
が
あ
る
。

▼
愛
宕
神
社

所
在
地

田

代

島

祭

神

不

明

祭

礼

不

明

縁

起

島
の
最
も
高
い
場
所
に
あ
る
小
祠
‘

境
内
に
延
元
三
年

(
-
三
三
八
）
年
銘
板
碑
か

一基
あ
る
。
猫
神
社
と
も
い
う
。

【
仏
閣
】

▼

万

福

寺

所
在
地
田
代
島
仁
斗
田
浜

・

山

号

高
森
山

宗

派

曹

洞

宗

（本
寺
は
仙
台
市
北
山
輪
五
寺）

本

尊

地

蔵

尊

（座
像
）
牡
鹿
郡
誌
で
は
‘

釈
迦
牟
尼
如
来
と
す
る
。

住

職
松
盛
院
住
職
兼
務

開

山

松

殿

春
長
大
和
尚

由

来

も

と

天

台

宗
満
蔵
寺
と
称
し
‘
越
後

国
竹
内
村
高
安
寺
の
末
寺
。
開
基
開
山
は
不
明

だ
が
、
明
徳
元
年

(
-
三
九
O
)
以
前
の
開
山

で
‘
万
蔵
高
安
寿
峰
和
尚
に
か
か
る
模
様
。
明

徳
元
年

（ま
た
は
二
年
）‘
南
北
朝
争
乱
の
時
‘

賊
の
た
め
堂
宇
災
上
‘
住
職
ら
三
名
が
焼
死
」

し
た
と
伝
え
る
。

藩
政
時
代
‘
村
民
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
、

青
葉

城
下
北
山
輪
王
寺
十
四
世
松
殿
春
長
和
尚
か
開

山‘

寺
号
を
万
福
寺
と
改
め
‘
曹
洞
宗
と
な
っ

た
。
開
山
年
代
は
牡
鹿
郡
誌
に
よ
る
と
延
宝
三

年
八
月
で
あ
る
。
寛
政
年
中
火
災
に
あ
い
‘
ま

た
明
治
三
年
八
月
廃
寺
の
動
き
か
あ
っ
た
。
歴

代
住
職
名
は
不
明
。
士
二
代
は
文
化
元
年
よ
り

天
保
士
二
年
ま
で
、
十
五
代
は
三
ケ
年
在
住
し

た
。
秘
仏
と
し
て
阿
弥
陀
三
尊
脇
仏
が
あ
る
。

関
係
文
書
「満
福
寺
旧
記
録
写
」
明
治
二
十
年
。

▼

松

盛

院

所
在
地
田
代
島
大
泊
浜

山

号

大

泊

山

宗

派

曹

洞

宗

本

尊

聖
観
音

（座
像
）

開

山

一
翁
宗
岳
和
尚

由

来

大

泊

浜

津
田
家
先
祖
か
将
来
し
た
‘

持
仏
を
玉
泉
庵
に
奉
祀
し
、
後
一
寺
を
建
て
て

松
盛
院
と
号
し
た
。
開
山
は
石
巻
梅
渓
寺
五
世

開
山
年
代
は
牡
鹿
郡
誌
に
よ
る
と
、
天
文
十
四

年
八
月
で
あ
る
。
寺
仏‘

歴
代
住
職
名
は
‘
不

明
本
尊
聖
観
音
座
像
に
胎
内
銘
か
あ
る
。
ま
た

境
内
に
中
世
板
碑
二
基
か
あ
る
。

【
廃
寺
】

▼

地

蔵

院

田
代
島
仁
斗
田
浜
に
あ
っ

た
と
伝
え
る
。
嘉

永
元
年
(
―
1
0
六
）平
塚
掃
部
之
助
の
将
来
し

た
仁
斗
田
仏
（地
蔵
尊
）を
本
尊
と
し
た
と
伝
え
る
。

▼

田

代

寺

田
代
島
仁
斗
田
浜
に
あ
っ
た
。
鶏
浜
山
田
代

寺
と
い
う
。
稲
荷
神
社
関
係
文
書
に
よ
る
と
‘

寛
政
年
間
九
月
八
日
稲
荷
神
社
神
輿
を

一
時
こ

の
寺
に
移
す
と
い
う
。
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満
福
寺
旧
記
録
写

稲
荷
神
社
関
係
文
書

満
福
寺
念
仏
講

稲
荷
神
社
奥
の
院
建
築

同
上

満
福
寺
秘
仏
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阿
部
屋
久
共
布

社
i

甚

n汎
a

3

プ
ー

グ

＂ 

阿
部
功
氏
所
蔵
／
麻
上
下
箱
蓋

湊
草
刈
山
所
在
古
碑
群
の
移
転

石
巻
市
教
育
委
員
会
で
は
‘
昭
和
47
年
か
ら

市
内
に
存
在
す
る
各
種
文
化
財
の
‘
所
在
地
や

数
量
‘
内
容
等
を
把
握
す
る
た
め
‘
文
化
財
の

分
布
調
査
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
か
、
そ
の
う

ち
で
中
世
の
石
巻
の
歴
史
を
研
究
す
る
う
え
に

非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
る
板
碑
か
‘
市
内
に

は
‘
た
く
さ
ん
存
在
す
る
こ
と
か
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
だ
こ
れ
ら
板
碑
の
個
々
に
つ
い
て
精

査
す
る
段
階
ま
で
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
‘
推
定
二
百
基
以
上
の
板
碑
が
市

内
に
存
在
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
板
碑
の
内
に
は
‘
管
理
者
や
、
そ

の
所
属
権
か
不
明
確
な
た
め
‘
無
管
理
状
態
の

も
の
か
多
く
‘
文
化
財
保
護
上
優
慮
さ
れ
る
状

態
の
も
の
か
多
く
あ
り
ま
す
。

草
刈
山
に
あ
る
‘
古
碑
群
も
‘
こ
う
し
た
状

態
に
あ

っ
た
も
の
で
‘
民
家
の
裏
手
の
崖
面
に

倒
壊
寸
前
の
状
態
で
あ

っ
た
も
の
を
‘
昭
和
四

十
七
年
十
二
月
に
多
福
院
境
内
に
移
転
‘
建
立

し
た
も
の
で
、
総
数
十
六
基
あ
り
ま
す
。

こ
の
移
転
さ
れ
た
板
碑
は
‘
最
大
で
二
九
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
小
さ
い
も
の
で
九
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
程
で
、
小
さ
な
碑
は
部
分
的
に
欠

損
し
て
い
る
の
が
大
部
分
で
す
。

一
般
に
分
厚
い
感
じ
の
も
の
か
多
く
‘
こ
れ

は
、
現
在
多
福
院
に
保
存
さ
れ
て
い
る
小
型
の

板
碑
と
く
ら
べ
て
す
こ
ぶ
る
特
徴
的
な
こ
と
で

す
。
年
代
的
に
は
‘
永
仁
二
年

(
―
二
九
三）

＊
 

移
転
し
た
草
刈
山
古
碑
群
か
‘
中
世
史
研
究
の

ト
で
非
常
に
牲
爪
な
内
容
を
も

っ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
か
確
認
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
移
転
事
業
は
‘
昭
和
四
十
七
年
十
二
月

五
日
ー
ニ
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
‘

「吉
野
先
帝

御
菩
提
碑
」
の
東
隣
り
に
建
立
‘
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
市
教
委
で
は
‘
今
後
年
次
計
画
で
‘
危

険
に
さ
ら
さ
れ
た
り
‘
早
急
に
保
護
を
必
要
と

す
る
よ
つ
な
も
の
か
ら
‘
具
体
的
に
保
護
施
策

を
行
う
計
画
で
す
か
‘
今
年
は
‘
稲
井
水
沼
安

楽
寺
跡
所
在
の
板
碑
群
‘
約
十
甚
の
移
転
に
現

在
着
手
中
で
す
。
移
転
後
は
‘
多
福
院
同
様
‘

説
明
板
を
設
置
し
て
‘

一
般

へ
の
公
開
を
は
か

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
‘
そ
う
し
た
点
か
ら

か
最
も
古
く
‘
応
氷
二
十
四
年

(-
四
一
七
）

ま
で
の
も
の
か
確
認
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
延

元
三
年
‘
興
国
三
年
と
い
っ
た
南
朝
年
号
の
も

の
か
三
基
あ
り
‘
鎌
倉
時
代
か
ら
‘
南
北
朝
の

争
乱
期
を
通
じ
て
‘

室
町
時
代
初
期
に
か
け
て

造
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
わ
か
り
ま
す
。

更
に
「
吉
野
先
帝
御
菩
提
碑
」
に
表
現
さ
れ

て
い
る
「
奉
為
：
…
」
と
い

っ
た
形
式
の
も
の

か
四
基
あ
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
「
吉
野
先
帝

御
菩
提
碑
」
か
鎌
倉
‘
南
北
朝
時
代
の
形
式
を

ふ
ま
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
‘
吉
野
先
帝
碑

の
研
究
に
と
っ
て
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
‘
葛
西
氏
の
第
七
代
良

:
IIl
公

（法
名
ー
辿
阿
）
の
た
め
の
板
碑
か
こ
の

●
印

創

刷
／
（
株
）

鹿
島
神
社
鐘
銘

移
転
中
の
状
況

表
紙
題
字
は
近
江
義
雄
教
育
長

刊

号

（年

2
回
発
行
）

昭
和
四
十
九
年

一
月
一
日
発
行

●
発

行

／
石
巻
市
教
育
委
員
会

●
監

修

／
石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員
会

三

友

社

▼移転後整備された板碑

.... 

ー
ス

移
転
前
の
状
況
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